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西日本の地震災害と対策・対応
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（配布資料に記載）

パワーポイントをご希望の方は名刺に「テキスト希望」と記入して
名刺を頂ければ、データ便でお送りします。



関西での経験（市民、行政、企業等）

●西淀川区での防災指導
・全ての連合振興町会が対象
・２００６年～２０１２年（７年間）
➡２３区へは大阪市が展開

●近畿地方整備局の職員研修
・２００８年～２０１２年

●ポートアイランドの企業等の研修
・２０１４年

●地域生協、大学生協の研修
・２０１５年

●滋賀医科大学での講演
・２０１５年

●近畿経済産業局
・２０２１年

●企業の防災計画の指導（多数）
・２０１４年～現在

西淀川区の方々と平松市長（当時）
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（１）防災の検討手順
（２）危機管理の優先順位
（３）避難について

はじめに
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（１）防災の検討手順

被害想定

方針

予防対策

対応計画（初動～復旧）

防災装備（備品等）

啓発・訓練・見直し
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ベストの危機管理とは？
→危機に陥らないこと（被害を出さないこと）

セカンドベストは
→迅速・的確な対応で被害を最小に抑え、早期復旧
（減災・リジリエンス）
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（２）危機管理の優先順位



防災とは災害対策基本法（１９５９年）で下記と定義
災害を未然に防止し、災害が発生した場合には被害の
拡大を防ぎ、及び災害の復旧を図ること
＝防災とは予防＋応急（初動）＋復旧

１）ベストの危機管理は危機に陥らないこと
≒予防
・被害を出さず、ニュースになることはない

２）セカンドベストは被害の最小化と早期復旧
≒減災、リジリエンス
・初動（危機一髪の人命第一）
・早期復旧

日本ではいつしか「防災とは逃げること」が常識となった。

（２）危機管理の優先順位
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避難とは？・・・二つの意味があります

一つ目は避難場所
危ない場所にいる方が安全な場所に行くこと
・地震（大規模火災）では・・広域避難場所（広いところ）
・津波では・・・・・・・・・・・・・・津波避難場所（高いところ）
・洪水では・・・・・・・・・・・・・・洪水避難場所（高いところ）

安全な場所の丈夫な建物にいて、避難しないで済むことが最善
避難率ゼロが防災の目標です。 

避難は次善の策です。
メディアは避難率１００％を良しとする。

二つ目は避難所
家を失ったり、ひとりでは生活ができないひとが頼る所
⇒地域防災拠点（救護所、情報提供、飲食料などの配布

（３）避難について



神戸市ＨＰより

避難所
家を失った方、要援護者・・
早い者勝ちではない
事前に町会ごとにスペースを決めておく

現状では住民が殺到、人であふれる
➡家族の集合場所ではない（危険）
集合場所は①自宅、②近所の知人
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西日本の地震危険度（地震本部）
※地震調査研究推進本部の略
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南海トラフ地震と直下地震



マグニチュード 発生回数

８クラス １回

７クラス １０回

６クラス １００回

①これから直下地震が徐々に増えて
②Ｍ７クラスの地震もたびたび発生
③ある日、南海トラフ地震が起き
※すでに前回の東海、南海地震から約８０年

④直後には余震が頻繁に繰り返し
⑤１０年程度で鎮静化する。

地震の大きさと発生回数イメージ

一般にマグニチュードが１小さいと、発生回数は１０倍

直下型：５０年で１０回
≒５年に１回
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阪神淡路大震災（１９９５年）以降の主な地震

Ｍ７以上が４～６回発生

西日本の直下地震
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上町断層帯 Ｍ７．６
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発生時期 名称 マグニチュード

①１９９５年 １月 阪神淡路大震災 Ｍ７．３（Ｍ７．２）

②２００４年１０月 新潟中越 Ｍ６．８

③２００５年 ４月 福岡県西方沖 Ｍ７．０

④２００７年 ７月 新潟中越沖 Ｍ６．８

⑤２００８年 ６月 岩手・宮城内陸 Ｍ７．２

⑥２０１６年 ４月１４日 熊本地震（前震） Ｍ６．５

⑦２０１６年 ４月１６日 熊本地震（本震） Ｍ７．３

⑧２０１８年 ９月 北海道胆振東部 Ｍ６．７

最近の主な直下型地震



①阪神淡路大震災 １９９５年１月 Ｍ７．３
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阪神淡路大震災での夜明け 風速≒０ｍ
死者は６，４３４名
直接死は約５，５００名
即死は約４，０００名



液状化による噴砂
ポートアイランド（液状化対策を超える被害）

20



21

液状化➡地盤沈下
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阪神淡路大震災 熊本地震

全壊棟数 １００，０００棟 １０，０００棟

死者数（直接死） ５．０００人 ５０人

避難者（直後） ３０万人 ２０万人

避難者（１か月後） ２０万人 １万人

阪神淡路大震災と熊本地震の比較（概数）

⑥⑦熊本地震 ２０１６年４月 Ｍ６．５、Ｍ７．３



２～３時間待ち・・諦める高齢者 津波も火災もない、県庁までは歩いて数分

助けを待つだけ？

熊本地震では



避難所運営に戦力を割かれる市町村職員
➡本来業務はできているのか？

・生活再建業務
例：建物被害調査→罹災証明発行

→解体・ガレキ処理
→仮設住宅、復興公営住宅・・

避難所運営に戦力を割かれる教職員
➡本来業務はできているのか？

・教育再開
・児童生徒の安否確認
・児童生徒の支援（応急教育など）
・学校の早期再開準備

行政職員は２年で異動➡プロが育たない組織構造

新聞の報道によれば・・

熊本地震では



地震発生は２０１８年９月６日
１号機、２号機、４号機が停止（３号機は廃止されていた）

・１号機は９月１７日に運転を再開 ：１１日目
・４号機は９月２５日に運転を再開 ：１９日目
・２号機は１０月１０日に運転を再開 ：３４日目

地震の揺れで停止した火力発電所の復旧は約１週間～１ヵ月

発電所復旧に平均で約２週間？
津波が加わると？？

胆振東部地震での苫東厚真発電所の被害と復旧
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⑧北海道胆振東部 ２０１８年 Ｍ６．７



阪神淡路大震災での関西電力は？

26

阪神淡路大震災で揺れが大きかった範囲に発電所はない

関西電力のホームページ資料に加筆



参考 阪神淡路大震災での停電復旧状況

通電火災の可能性も

（阪神淡路大震災～応急送電までの７ｄａｙｓ／関西電力） 27
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財団法人全国地質調査業界連合会の資料に加筆

海溝型地震の発生する所は？

南海トラフ地震

東日本大震災

南関東地震

日向灘地震

十勝沖地震など

日本海中部・北海道南西

３／９ Ｍ７．４
３／１１ Ｍ９．０
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発生時期 名称 マグニチュード

①１８９６年 ６月 明治三陸 Ｍ８．２～８．５

②１９２３年 ９月 関東大震災 Ｍ７．９

③１９３３年 ３月 昭和三陸 Ｍ８．１

④１９４４年１２月 昭和東南海 Ｍ７．９

⑤１９４６年１２月 昭和南海 Ｍ８．０

⑥１９６０年 ４月 チリ地震 Ｍｗ９．５

⑦１９６４年 ６月 新潟 Ｍ７．５

⑧１９７８年 ５月 宮城県沖 Ｍ７．４

⑨１９８３年 ５月 日本海中部 Ｍ７．７

⑩１９９３年 ７月 北海道南西沖 Ｍ７．８

⑪２０１１年３月 東日本大震災 Ｍ８．４（Ｍｗ９．０）

主な海溝型地震の被害
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高知県ホームページより

⑤昭和南海地震 １９４６年 Ｍ８．０



⑦新潟地震 １９６４年 Ｍ７．５



参考 阪神淡路大震災での淀川堤防
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⑪東日本大震災 ２０１１年 Ｍｗ９．０ １／３
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地盤沈降

⑪東日本大震災 ２０１１年 Ｍｗ９．０ ２／３



１６ｍ ← ８ｍ
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仙台港北（多賀城市）

⑪東日本大震災 ２０１１年 Ｍｗ９．０ ３／３



南三陸町・被災前
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南三陸町・被災後
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原町火力発電所：復旧まで約２年

原町発電所の被害と復旧

http://www.jiji.com/jc/d4?p=kar003-00000008&d=d4_quake
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東北電力の発電所の状況

※１ 首都直下地震で東京電力は？
※２ 南海トラフ地震で中部電力、関西電力、四国電力は？



首都圏の火力発電所
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プラントの被害（市原市）
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液状化被害（習志野市）
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南海トラフ地震のレベルと目標 １／２



レベル１で対策・対応を検討 ＋ 念のための津波避難
46

南海トラフ地震のレベルと目標 ２／２



関西のレベル２の津波高（津波避難の目標）
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半割れ（レベル２）の震度分布

この地図は、２０２３年３月４日放送のＮＨＫスペシャルのドラマ「南海
トラフ巨大地震」の想定の震度分布図です。

四国や近畿、それに九州の各地で震度７。南海トラフ地震のうち
西の「半割れ」の想定イメージ。Ｍ８．９（レベル２）です。
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１４７年

９０年

東海地震は？東南海地震から約７０年、余震ではなく本震に備えよ
次は 前回＋最短周期±多少の幅

１９４５ ＋ ９０ ±α ＝２０３５年±α＝あと１０年±α

大きめの東南海（安政型）？３連動（宝永型）？

過去の南海トラフ地震 

東海・東南海・南海（＋日向灘?）

東海・東南海

南海
３２時間

小さ目の東南海

南海
２年

富士山の噴火

次は？いつ、どれぐらい？

９０年～１５０年間隔

全割れ

半割れ

半割れ
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東海地震の震度分布

東海・東南海地震の震度分布

東海・東南海・南海地震の震度分布
（内閣府・中央防災会議資料に加筆）

Ｍ８．２

Ｍ８．４

Ｍ８．６

マグニチュードが０．２違うと
エネルギーは２倍

揺れが西に広がる
長い時間揺れる

一部割れ、半割れ、全割れ（震度）



51（内閣府・中央防災会議資料に加筆）

半割れ、全割れ（津波高）



東日本大震災

Ｍ９

Ｍ８．６？
（宝永型）

地震規模は１／４
被害規模は？

50分

揺れによる被害が大きい
津波被害も広範囲
到達時間が早い

南海トラフ地震

南海トラフ（レベル１）と東日本大震災
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電力融通（２０２１年）

× ×



電力会社の発電能力（２０２３年）

電力会社 発電能力
（万ｋｗ）

北海道電力 ４４０

東北電力 １３５０

東京電力 ４０６０

中部電力 ２１４０

関西電力 １９９０

北陸電力 ３７９

中国電力 ７４０

四国電力 ５３０

九州電力 １０３０

沖縄電力 １５０

＋２１０、３０

＋４２５、１９０

＋１２０
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南海トラフ地震レベル１（大阪）



５ｍ以下
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大阪城

標高５ｍ以下の範囲（関西）



南海トラフ地震レベル１での高層ビル
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マグニチュード 発生回数

８クラス １回

７クラス １０回

６クラス １００回

①これから直下地震が徐々に増えて
②Ｍ７クラスの地震もたびたび発生
③ある日、南海トラフ地震が起き
※すでに前回の東海、南海地震から約８０年

④直後には余震が頻繁に繰り返し
⑤１０年程度で鎮静化する。

まとめ 西日本を襲う地震のイメージ

一般にマグニチュードが１小さいと、発生回数は１０倍

直下型：５０年で１０回
≒５年に１回
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（１）家庭の地震防災
（２）家庭の津波防災

２．１ 家庭の防災

60



家庭での対応（自宅にいる時に発災）
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時

間

地震発生

・・・
・・・

・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
どこ

①身の安全
②・・・・・・
③窓を開ける？
④・・・・・
⑤火元確認？
⑥・・・・・・
⑦外に出る？
⑧・・・・
○・・・・
○・・・・・
○どこにいる？

１枚に１項目

地震が発生してから一段落するまで自分の行動は？

（停電、外は明るい、家族全員が在宅、服は着ている）

・津波の心配はないとして
・一市民として（消防、警察官・・ではない）

（自分の考えでＯＫ）

家庭での対応（在宅時に地震発生）

非常持ち出し袋を背負って避難所へ



家庭の防災（配布資料に記載）

昼間 夜間 備考

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

・

・

・

・

一段落

イメージトレーニング



標準的な行動手順

「共助」は知ってい
るが・・・・
１００人に１人

一般的な優先順位

・身の安全
・家族への声かけ
・自宅の確認

・ご近所
・救出・搬送
・初期消火

・自宅に戻る
・片付け
・家族生活確保

・支援に向かう
・職場に向かう

非常持ち出し袋を背負って避難所へ
64



標準的な行動手順

一般的な優先順位

・身の安全
・家族への声かけ
・自宅の確認

・ご近所
・救出・搬送
・初期消火

・自宅に戻る
・片付け
・家族生活確保

・支援に向かう
・職場に向かう

非常持ち出し袋を背負って避難所へ

緊急参集
消防
警察
医療
介護
行政

企業幹部



飲食料、カセットコンロ
照明
トイレなど

地震災害に備えて

66

非常持ち出し袋を背負って避難所へ



（１）家庭の地震防災
（２）家庭の津波防災

２．１ 家庭の防災

67



地震・津波発生後のフロー

68

地震発生・津波警報

自宅は安全？

自宅は使える？

津波避難場所

津波警報解除

自宅での生活 避難所での被災生活

仮設住宅での生活

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

避難が防災ですか？？



教訓とは

東日本大震災以前に「津波てんでんこ」と記載された
石碑を見たことがない。１９９０年に出来た言葉。

未来に向けて 今起きたら



標高の調べ方

70



71

津波避難場所の検索へ



はじめに
１ 西日本の地震災害
１．１ 西日本の地震危険度
１．２ 次の南海トラフ地震に向けて
１．３ 最近の主な直下型地震
１．４ 過去の主な海溝型地震
１．５ 南海トラフ地震
２ 地震・津波災害の対する備えと対応
２．１ 家庭の防災
２．２ 地域の防災
２．３ 企業や施設の防災
２．４ 防災授業と教訓

目 次
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（１）地域の地震防災
（２）地域の津波防災

２．２ 地域の防災

73
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地図を用いた作業①～④
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検討手順（藤沢市・２００６年の事例）
①まちを知る ②守るべきもの（要援護者・自宅）

③役に立つもの ④被害想定



76

課題の発表会（被害、予防、初動、長期）



地域防災の敗退！

大阪北部地震（２０１８年）での栄小学校



（１）地域の地震防災
（２）地域の津波防災

２．２ 地域の防災

78



地震・津波発生後のフロー

79

地震発生・津波警報

自宅は安全か？

自宅は使えるか？

津波避難場所

津波警報解除

自宅での生活 避難所での被災生活

仮設住宅での生活

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ



はじめに
１ 西日本の地震災害
１．１ 西日本の地震危険度
１．２ 次の南海トラフ地震に向けて
１．３ 最近の主な直下型地震
１．４ 過去の主な海溝型地震
１．５ 南海トラフ地震
２ 地震・津波災害の対する備えと対応
２．１ 家庭の防災
２．２ 地域の防災
２．３ 企業や施設の防災
２．４ 防災授業と教訓

目 次
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（１）直下地震
（２）海溝型地震

２．３ 企業や施設の防災

81



検討手順

①近隣の状況

②敷地の状況

③建物の状況

④建物内部の状況

状況設定（発生時間など）

対応の検討

被害想定
予防対策

啓発・訓練・点検・改善



①近隣・地域の状況

83

①近隣の状況



②敷地（危険物やユーティリティ）

84



③建物（鉄骨造・ＲＣ造の全壊率）

建物の重要度を考慮した耐震性の目標
・人命重視 ＩＳ値０．６０（倒壊はさせない・・最低目標）
・継続使用 ＩＳ値０．９０（消防署など）
※Ｉｓ値１．０の補強を行っている企業もある（震度７でも継続使用）

85
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④建物内部（危険個所の洗い出し）

漏れる・あふれる・燃える・爆発する
倒れる・飛び出す・ぶつかる・動き回る

外れる・落ちる・崩れる

・・人 ・・件

負傷者数 出火件数



検討手順

①近隣の状況

②敷地の状況

③建物の状況

④建物内部の状況

状況設定（発生時間など）

対応の検討

被害想定
予防対策

啓発・訓練・点検・改善



状況設定（代表的なケース➡様々なケース）

・１５：００、強烈な揺れが１０数秒
・直下地震と思われる
・停電、断水
・
・大きな揺れは収まったが・・まだ揺れている
・建物は倒壊せず、被害は小さそうだ。
・設備・什器が転倒、散乱し負傷者が●人
・煙も上がっている▲件
・
・点呼したら行方不明者がいる
・救出したが重傷

想定外をなくせ

直下地震の例 海溝型地震の例
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初動対応の目安 １／２

一般企業 医療機関・介護事業

89



初動対応の目安 ２／２

一般企業 医療機関・介護事業

90
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１）地震発生から３０分以内（目安）

（例）
・身の安全確保
・声かけ
・初期消火
・閉じ込め者救出
・安全措置
・（屋外避難？）
・点呼・再捜索
・搬送（だれがどの病院へ？）
・建物の安全確認
・
・

・・・・・・・・・・・・・・・・
（３０分）

初動対応の検討方法 １／２

職場
拠点本部 備え

外勤者 内勤者

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

報告

指示

・・

・・

・・

・・

・・
指示

・・・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（３０分）
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１）地震発生から３０分以内（目安）

２）３０分～日暮れ

初動対応の検討方法 ２／２

職場
拠点本部 備え

外勤者 内勤者

・・

・・

・・

・・

・・

・・ ・・

・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（日没）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（帰宅者） （残留者）

３）日暮れ～翌朝までに

４）翌朝～

（３０分）

（翌朝）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・

・・

・・ ・・

（帰宅者） （残留者）

・・

・・

・・

・・

・・

・・
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初動対応の検討の様子

※本部は電話のオペレータではない。

初動本部に必要な訓練とは？

●職場の初動は？
・自律的対応

●本部
・重大事態は？
・報告のない部署は？

社会全体では？
・被害状況➡先読み（作戦）
・社員へ提供すべき情報



・社員・家族の被害
・被災社員の支援
・キーマンの状況と代行者

初動対応後の検討 １／２



・業務継続・早期再開（重要業務）
・代替機能
・復旧対応
・復旧リソース
・目標復旧時間
・復旧シミュレーション

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・社員啓発
・関係会社・仕入れ先の指導
・訓練
・点検（課題抽出）
・改善計画

初動対応後の検討 ２／２
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福祉避難所（熊本地震）

２０１２年１０月

【足りぬ福祉避難所】
熊本市は２０日までに特養など
１５カ所の福祉避難所を開設。
計２７人が避難している。
福祉避難所に指定した１７６施設
打診するも断られること多い。
・既存入所者対応で手いっぱい。
・物資が足りない。
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①収容力（定員超過で） ③簡易対応業務、停止業務

②要員確保方法 ④不足する備品、飲食糧など

・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

福祉避難所の検討の様子

（誰を 何人？）

（職員？）
（地域の協力）

（簡易対応） （停止）

２００３年
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トリアージと受け入れ動線（２００２年）

トリアージ結果
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初動対応マニュアル➡実働訓練 ２００３年
本部の様子 出勤状況

トリアージ ロビーでの受入れ準備



業務名 目標時間 要員 資機材・車両等

Ｓ業務

Ａ業務

・・・・・ 

・・・・・ 

継続

３日

・・・・・・

・・・・・・

〇人

〇人

・・・・・・

・・・・・・

自家発

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

①継続しなければならない業務は？
②突然に増える業務（緊急対応業務）は？

・協定、災害対応・・・
③早期に再開しなければならない業務は？

100

業務継続・早期再開（重要業務）



・本部や事業はどうする？
➡本社機能を移管

・代替本社をどう立ち上げる？今のままでできる？
※最低限の機能を自動立上げ、徐々に強化

➡その間、本社の社員は？
・単身で移動？移動方法は？その間、その家族は？
・残る社員は？自宅待機？疎開？

・被災社員支援は？
➡代替本社で？それとも被災地（現地本部）で？

・本社の復旧は１～３ヵ月後か？
➡どうやって本社機能を戻す？
➡本社の補修は？誰がどうやって？

・調査・判断、片付け、廃棄処分、補修、購入
101

被災地に本社があり、代替本社を立ち上げる場合

代替機能（代替本社の例）



調査項目 調査要員

必要リソース

復旧日数 復旧要員 資機材 業者
予想
費用

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・

・・・
・建屋
・インフラ
・生産設備
・検査機器
・システム
・
・

地震後の調査項目は？

復旧リソース

復旧リソース

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・
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３日

１Ｗ

２Ｗ

３Ｗ

４Ｗ

本部 生産 品質 調達 営業

総務

支援

製造本部

時

間

・・・ ・・・ ・・・復旧目標

部門

担当 建 屋
インフラ 情報

例）
・建屋にいつは入れるか？
・外部電力回復まで２Ｗ
・内部電力（変電～配電）の確認４日
・設備の稼働確認・復旧
・品質確認
※電気が戻るまでにどこまでできる？
・社員の通勤手段は？
・仕入れ先への復旧支援は？

103

復旧計画の検討（≒シミュレーション訓練）



啓発（社員啓発）

社員の出社時期の例

104



関係会社・仕入れ先等の研修

１社１テーブル

105
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訓練の種類

（１）実動訓練
・消火、救出、救命、通信、安否確認、本部立上・・・

（２）災害図上演習ＤＩＧ
・啓発、課題の発見（気づき）、対策・対応の検討、意識共有

（３）本部訓練（実践的なシナリオの読み合せ）
・本部運営
・リアリティのあるシナリオ（台本を持って舞台稽古のイメージ）
・なお、発災直後に震度情報での分析を必ず入れます。

（４）意思決定訓練（状況付与）
・経営者や幹部向け

（５）被災地への支援（貴重な訓練）



課題整理



テーマ 対策内容 担当
実施時期

費用
１ ２ ３ ４ ５

建物 ・施設 耐震化

予防対策 設備 転倒落下防止

ライフライン ・通信 フレキシブル化

システム バックアップ対策

対策本部 場所・機材・訓練 ○○○○

対応計画 初動対応 手順・訓練 ○○○○

緊急・継続対応 手順・訓練 ○○○○

復旧対応 手順・代替検討 ○○○

備え 備蓄 ・資機材 整備・操法 ○○○

啓発
社員 啓発 〇〇〇〇

協力会社 ＢＣＰ研修 〇〇〇〇

改善計画
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（１）直下地震
（２）海溝型地震

２．４ 企業や職場の防災
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南海トラフ地震のレベルと目標（再掲）



検討手順

①近隣の状況

②敷地の状況

③建物の状況

④建物内部の状況

状況設定（発生時間など）

対応の検討

被害想定
予防対策

啓発・訓練・点検・改善



予防対策の事例（徳島県松茂町）

112

津波高はＬ１で約３～４ｍ



113
※海抜１５ｍの堤防はＬ２対策と思われる（過大）。

予防対策の事例（静岡県浜松市）



検討手順

①近隣の状況

②敷地の状況

③建物の状況

④建物内部の状況

状況設定（発生時間など）

対応の検討

被害想定
予防対策

啓発・訓練・点検・改善



状況設定（代表的なケース➡様々なケース）

・１５：００、強烈な揺れが１分～３分
・海溝型地震と思われる
・停電、断水
・
・大きな揺れは収まったが・・まだ揺れている
・建物は倒壊せず、被害は小さそうだ。
・設備・什器が転倒、散乱し負傷者が●人
・煙も上がっている▲件
・
・点呼したら行方不明者がいる
・救出したが重傷
・
・津波避難

想定外をなくせ

直下地震の例 海溝型地震の例



はじめに
１ 西日本の地震災害
１．１ 西日本の地震危険度
１．２ 次の南海トラフ地震に向けて
１．３ 最近の主な直下型地震
１．４ 過去の主な海溝型地震
１．５ 南海トラフ地震
２ 地震・津波災害の対する備えと対応
２．１ 家庭の防災
２．２ 地域の防災
２．３ 企業や施設の防災
２．４ 防災授業と教訓

目 次
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（１）小学校の防災授業
①地震編
②津波編
③水害編
（２）中学生向けの防災授業
①防災授業の考え方
②防災授業の進行
③防災授業の事例

２．４ 防災授業と教訓

117
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豊かな自然 未来のわがまち

未来のための防災



地図を囲んでみんなでワイワイ・ガヤガヤ

進め方の例

ほかの人の意見を否定しない。こんな考えもあるんだ～。



１）自分のまちを知る
２）自分のまちのすきなことは？
３）あなたの大切なものはなんですか？
４）地震が起きると？
５）気を付けることは？
６）困っている人を支援する
７）きょうはどんなことがわかりましたか？

地震編



１）自分のまちを知る １／２
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公民館
消防団
郵便局

すきなお店
すきなところ
内緒の遊び場

公 民 館

消 防 団

お店の名前

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

郵 便 局

１）自分のまちを知る ２／２



・・ ・・ ・・

（１枚に１つ）・・ひとつでも、二つでも、三つでも

２）まちの好きなこと、好きなところ



命？家族？お友達？
学校？おうち？山？川？空気？公園？
ペット？（なまえは？）、貯金？
宝物？・・・

・・ ・・ ・・

（１枚に１つ）・・ひとつでも、二つでも、三つでも

３）あなたの大切なもの、人は？



125

４）地震が起きると（海溝型と直下型）

例）
・東日本大震災
・南海トラフ地震

例）
・阪神淡路大震災
・熊本地震



命を守るためにはどんな予防対策が必要か？

自宅では？

126



転倒防止とガラスの飛散防止
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通学路では？
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５）気をつけることは？

通学路は安全ですか？遊ぶ場所は？

どんなところが危ないと思いますか？
危ないところに・・ ●

・・ ・・ ・・

（１枚に１つ）・・ひとつでも、二つでも、三つでも



６）困っている人を支援する

避難所です（指定避難所とも言います）
自宅を失った方、自宅での生活が困難になった方

皆さんも家を失った避難者とします。
ここでどんな手伝いができますか？



ヒント



・・

（１枚）

７）どんなことがわかりましたか？
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よ～く考えて



今日の感想

・・

・・

・・

・・

・・

班ごとに、一人ずつ発表しながら貼る

１人の発表が終わったら拍手してください。

大きな声で、ゆっくりと

発表
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まとめ

豊かな自然 大好きな故郷 大切な命
（自分、家族、友達、ペット）

災害後の助け合いも忘れずに



（１）小学校の防災授業
①地震編
②津波編
③水害編
（２）中学生向けの防災授業
①防災授業の考え方
②防災授業の進行
③防災授業の事例

２．３ 防災授業と教訓
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１）自分のまちを知る
２）自分のまちのすきなことは？
３）あなたの大切なものはなんですか？
４）津波が起きると？
５）気を付けることは？
６）困っている人を支援する
７）きょうはどんなことがわかりましたか？

※２００５年に岩手県宮古市鍬ケ崎小学校で実施

津波編



（１）小学校の防災授業
①地震編
②津波編
③水害編
３．２ 中学生向けの防災授業
①防災授業の考え方
②防災授業の進行
③防災授業の事例

２．３ 防災授業と教訓
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１）自分のまちを知る
２）自分のまちのすきなことは？
３）あなたの大切なものはなんですか？
４）たくさんの雨がふると？
５）気を付けることは？
６）困っている人を支援する
７）きょうはどんなことがわかりましたか？

水害編編



（１）小学校の防災授業
①地震編
②津波編
③水害編
３．２ 中学生向けの防災授業
①防災の考え方
②防災授業の進行
③防災授業の事例

２．３ 防災授業と教訓
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防災とは災害対策基本法（１９５９年）で下記と定義
災害を未然に防止し、災害が発生した場合には被害の
拡大を防ぎ、及び災害の復旧を図ること
＝防災とは予防＋応急（初動）＋復旧

１）ベストの危機管理は危機に陥らないこと
≒予防
・被害を出さず、ニュースになることはない

２）セカンドベストは被害の最小化と早期復旧
≒減災、リジリエンス
・初動（危機一髪の人命第一）
・早期復旧

①防災の考え方（選出）

日本ではいつしか「防災とは逃げること」が常識となった。
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②防災授業の進行（地震編の例）

１）地域を知る
（道路、鉄道、河川、施設・・）

２）被害発生のメカニズムと被害事例
（大きな揺れ、液状化、建物被害、延焼火災）

３）地域や我が家の被害想定
４）予防対策
（建物の耐震化、家具の固定）

５）緊急対応
（安全確保、救出救護、初期消火）

６）避難生活と復旧対応
（家屋片付けと復旧、避難所生活または支援）



●海溝型地震までに２０年あるとしたら？（高校生）

・今を大切に生きる
・２０年後の家族を守る

➡安全な場所に、丈夫な家を建てる
➡お金をかせぐ、そのために勉強する

●今、津波が起きたら→高いところへ逃げる。
・地域の課題は？君達が貢献できることは？
・被災後、生活再建に向けて貢献できることは？

142

③防災授業の事例



おわりに 危機管理とは

ベストの危機管理とは？
→危機に陥らないこと（被害を出さないこと）

セカンドベストは
→迅速・的確な対応で被害を最小に抑え、早期復旧
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ご清聴、ありがとうございました。

パワーポイントをご希望の方は名刺に「テキスト希望」と記入して
名刺を頂ければ、メール便でお送りします。

※講演のご依頼もお受けしています。
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